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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
　

回次
第60期
第２四半期
連結累計期間

第61期
第２四半期
連結累計期間

第60期

会計期間
自 平成28年４月１日

至 平成28年９月30日

自 平成29年４月１日

至 平成29年９月30日

自 平成28年４月１日

至 平成29年３月31日

売上高 （千円） 3,621,315 5,005,964 8,201,756

経常利益又は経常損失（△） （千円） △61,379 102,885 122,294

親会社株主に帰属する
四半期（当期）純利益
又は親会社株主に帰属する
四半期純損失(△)

（千円） △51,755 28,070 86,374

四半期包括利益又は包括利益 （千円） △185,768 76,753 157,751

純資産額 （千円） 3,229,278 3,600,552 3,571,389

総資産額 （千円） 9,498,597 11,862,884 11,959,417

１株当たり四半期（当期）純利益金額
又は四半期純損失金額(△)

（円） △3.30 1.79 5.51

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益金額

（円） － － －

自己資本比率 （％） 34.0 30.4 29.9

営業活動によるキャッシュ・フロー （千円） 71,872 △203,360 923,610

投資活動によるキャッシュ・フロー （千円） △394,701 △913,728 △1,321,622

財務活動によるキャッシュ・フロー （千円） 197,615 68,812 1,335,320

現金及び現金同等物の四半期末
（期末）残高

（千円） 1,441,680 1,511,454 2,558,710
 

　

回次
第60期
第２四半期
連結会計期間

第61期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成28年７月１日

至 平成28年９月30日

自 平成29年７月１日

至 平成29年９月30日

１株当たり四半期純損失金額(△) （円） △2.15 △0.86
 

(注)　１　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載してお

りません。

２　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

しておりません。

　　　３　売上高には、消費税等は含まれておりません。

　　　４　在外子会社等の収益及び費用については、従来、決算日の直物為替相場により円貨に換算しておりまし

た　が、第61期第１四半期連結会計期間より期中平均為替相場により円貨に換算する方法に変更しており

ます。当該会計方針の変更は遡及適用され、第60期第２四半期連結累計期間及び第60期連結会計年度の四

半期連結財務諸表及び連結財務諸表について遡及処理をしております。

 

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び関係会社）において営まれている事業の内容に重

要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のう

ち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事

業等のリスク」について重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

該当事項はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

なお、第１四半期連結会計期間より在外子会社等の収益及び費用の換算方法について会計方針の変更を行って

おり、遡及処理の内容を反映させた数値で前期末及び前年同四半期との比較・分析を行っております。

(1)　業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、着実な回復基調が続きました。個人消費は雇用情勢の改善を

背景に堅調に推移し、設備投資も企業収益の改善や内外需要の底堅さを背景に緩やかに回復しました。米国では堅

調な個人消費主導の景気拡大傾向が続きました。欧州では地政学リスクは残るものの、個人消費と外需が寄与し拡

大傾向で推移しました。中国は景気対策効果で持ち直しの動きが見られ、アジアなど新興国においても緩やかな経

済成長が続きました。

当社グループの属する電子部品業界におきましては、高機能化が進む携帯通信端末や車載用電子部品に加え、堅

調な設備投資を背景に電源・建設機械向けなどの需要が底堅く推移しました。地域別では、ほぼ全地域において前

年比プラスとなりました。

このような情勢下、当社グループは新製品の開発や時代のニーズに即した製品の提供につとめ、営業活動を強化

してまいりました。第２四半期に入り、想定の範囲内ではありますが、広州東高志電子への工場移転及び会津コス

モス電機本社工場における新生産ライン導入や第２工場への移設の影響で一時的に生産が減少し、第２四半期

（７～９月）の売上高は第１四半期（４～６月）に比べ減少しましたが、新製品や既存製品の用途拡大により当第

２四半期連結累計期間における売上高は5,005百万円（前年同四半期比38.2%増）となりました。

利益面につきましては、工場移転費や新規雇用者の教育訓練費さらには減価償却費の大幅な増加がありました

が、増収効果で吸収し、営業利益は168百万円（前年同四半期比174.6%増）、経常利益は広州東高志電子操業準備費

用66百万円の一部を為替差益23百万円で吸収し102百万円（前年同四半期は61百万円の損失）、親会社株主に帰属す

る四半期純利益は28百万円（前年同四半期は51百万円の損失）となりました。

　

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

①可変抵抗器

可変抵抗器の主力工場である広州東高志電子への工場移転の影響で、第２四半期に一時的に生産が減少しまし

たが、第１四半期の前倒し生産と堅調な設備投資を背景とする国内工場製品への需要が寄与し、売上高は6.7%増

の1,988百万円となりました。セグメント利益（営業利益）は、増収効果で291百万円（前年同四半期比6.8%増）

となりました。

②車載用電装部品

車載用電装部品の主力工場である会津コスモス電機の新ライン導入や第２工場への移転の影響で第２四半期、

一時的に生産が減少しましたが、車載用フィルムヒーターや産業機器用センサ等の新製品が寄与し、売上高は

2,821百万円（前年同四半期比77.3%増）となりました。セグメント利益は、移転コストを増収効果と生産効率の

向上で吸収し140百万円（前年同四半期比79.6%増）となりました。

③その他

その他部門の売上は設備販売が増加し196百万円（前年同四半期比18.0%増）、セグメント利益は不採算部門の

縮小効果で45百万円（前年同四半期比101.6%増）となりました。
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(2)　財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ96百万円減少し11,862百万円となりま

した。流動資産は809百万円減少し6,027百万円となりました。主な要因は、設備代金支払いによる現金及び預金

1,047百万円の減少と増収に伴う売上債権290百万円の増加、たな卸資産39百万円の増加によるものです。固定資産

は、713百万円増加し5,835百万円となりました。主な要因は、会津コスモス電機及び白河コスモス電機の新工場を

主とした建物及び構築物676百万円の増加や設備投資に伴うその他に含まれる機械及び装置283百万円の増加と建設

仮勘定265百万円の減少によるものです。

負債は、前連結会計年度末に比べ125百万円減少し8,262百万円となりました。流動負債は、前連結会計年度末に

比べて101百万円減少し4,262百万円となりました。主な要因は、短期有利子負債107百万円の増加と事業構造改善引

当金146百万円及び未払法人税等24百万円の減少によるものです。固定負債は、前連結会計年度末に比べて23百万円

減少し3,999百万円となりました。主な要因は、長期有利子負債25百万円の増加と退職給付に係る負債41百万円の減

少によるものです。

純資産は、前連結会計年度末に比べて29百万円増加し3,600百万円となりました。主な要因は、配当に伴う利益剰

余金47百万円の減少と親会社株主に帰属する四半期純利益28百万円の増加及びその他有価証券評価差額金20百万円

の増加、為替換算調整勘定19百万円の増加によるものです。

 
(3)　キャッシュ・フローの状況の分析

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計年度末に比

べ、1,047百万円減少し、1,511百万円となりました。当第2四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況

と、それらの要因は次の通りであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは203百万円の資金の減少（前年同四半

期は71百万円の増加）となりました。

主な増加要因は、税金等調整前当期利益55百万円、減価償却費217百万円及び助成金の受取額112百万円による

ものであります。

主な減少要因は、事業整理損失引当金の減少額144百万円、売上債権の増加額272百万円、たな卸資産の増加額

42百万円によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは913百万円の資金の減少（前年同四半

期は394百万円の減少）となりました。

主な要因は、有形固定資産の取得による支出901百万円によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは68百万円の資金の増加（前年同四半

期は197百万円の増加）となりました。

主な増加要因は、長期借入れによる収入452百万円によるものであります。

主な減少要因は長期借入金の返済による支出273百万円、短期借入金の減少額31百万円、リース債務の返済によ

る支出30百万円及び配当金の支払額47百万円によるものであります。

　

(4)　事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

生じた課題はありません。

　

(5)　研究開発活動

当第２四半期連結累計期間における当社グループが支出した研究開発費の総額は208百万円であります。

　

(6)　従業員数

当第２四半期連結累計期間において、著しい変動はありません。

　

(7)　生産、受注及び販売の実績

当第２四半期連結累計期間において、生産、受注及び販売実績の著しい変動はありません。
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(8)　主要な設備

前連結会計年度末において計画中であった重要な設備の新設について、当第２四半期連結累計期間に完成したも

のは次のとおりであります。

会社名
事業所名
（所在地）

セグメントの
名称

設備の内容
総投資額
（百万円）

完了年月

会津コスモス電機㈱
（福島県    
会津若松市）

車載用電装部品
関連

土地・建物 　　　 865 平成29年６月

会津コスモス電機㈱
（福島県    
会津若松市）

車載用電装部品
関連

ヒーター
金型・製造設備

231 平成29年９月

白河コスモス電機㈱
（福島県    
白河市）

車載用電装部品
関連

建物 149 平成29年７月

 

EDINET提出書類

東京コスモス電機株式会社(E01811)

四半期報告書

 5/19



第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】
　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 42,000,000

計 42,000,000
 

　
② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成29年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成29年11月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 15,812,500 15,812,500
東京証券取引所
（市場第二部）

単元株式数1,000株

計 15,812,500 15,812,500 － －
 

　
(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】
　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成29年７月１日～
平成29年９月30日

― 15,812,500 ― 1,277,000 ― ―
 

　
(6) 【大株主の状況】

平成29年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

三菱商事㈱ 東京都千代田区丸の内2丁目3-1 690 4.36

コスモス取引先持株会 神奈川県座間市相武台2丁目12番１号 666 4.22

セコム損害保険㈱ 東京都千代田区平河町2丁目6-2 476 3.01

㈱三菱東京UFJ銀行 東京都千代田区丸の内2丁目7-1 432 2.73

㈱岡三証券グループ 東京都中央区日本橋1丁目17-6 400 2.53

ＪＰモルガン証券㈱
東京都千代田区丸の内2丁目7-3
東京ビルディング

239 1.51

丸　庸夫 山梨県上野原市 217 1.37

㈱りそな銀行 大阪府大阪市中央区備後町2丁目2-1 216 1.37

コスモス持株会
神奈川県座間市相武台2丁目12番１号
東京コスモス電機㈱

184 1.17

清水　利夫 東京都八王子市 170 1.08

計 － 3,692 23.35
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成29年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 142,000 － 単元株式数1,000株

完全議決権株式（その他） 普通株式 15,469,000 15,469 同上

単元未満株式 普通株式 201,500 － 1単元（1,000株）未満の株式

発行済株式総数  15,812,500 － －

総株主の議決権 － 15,469 －
 

(注) 「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式559株が含まれております。
　

② 【自己株式等】

平成29年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）      

東京コスモス電機㈱
神奈川県座間市相武台
二丁目12番１号

142,000 － 142,000 0.90

計 － 142,000 － 142,000 0.90
 

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。

EDINET提出書類

東京コスモス電機株式会社(E01811)

四半期報告書

 7/19



第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成29年７月１日から平成

29年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成29年４月１日から平成29年９月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表について、藍監査法人により四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 2,629,586 1,582,546

  受取手形及び売掛金 ※1  2,076,250 ※2  2,087,872

  電子記録債権 ※1  185,905 ※2  464,942

  商品及び製品 481,098 423,281

  仕掛品 339,409 314,918

  原材料及び貯蔵品 677,977 799,299

  繰延税金資産 76,667 67,577

  その他 376,689 293,521

  貸倒引当金 △6,854 △6,869

  流動資産合計 6,836,731 6,027,089

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 725,502 1,402,047

   土地 1,717,121 1,717,121

   その他（純額） 1,746,631 1,756,598

   有形固定資産合計 4,189,254 4,875,767

  無形固定資産 24,298 21,881

  投資その他の資産 909,132 938,146

  固定資産合計 5,122,686 5,835,795

 資産合計 11,959,417 11,862,884

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 900,907 ※2  886,960

  電子記録債務 635,497 ※2  645,041

  短期借入金 ※3  1,423,103 ※3  1,393,551

  1年内返済予定の長期借入金 478,137 611,848

  未払法人税等 46,250 21,656

  賞与引当金 129,335 133,775

  事業構造改善引当金 148,563 2,158

  その他 602,340 ※2  567,387

  流動負債合計 4,364,135 4,262,380

 固定負債   

  長期借入金 2,123,328 2,168,803

  役員退職慰労引当金 41,758 39,592

  退職給付に係る負債 1,142,601 1,101,278

  繰延税金負債 45,442 41,000

  再評価に係る繰延税金負債 314,794 314,794

  その他 355,968 334,483

  固定負債合計 4,023,892 3,999,951

 負債合計 8,388,028 8,262,332
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,277,000 1,277,000

  利益剰余金 1,666,124 1,647,179

  自己株式 △22,876 △23,451

  株主資本合計 2,920,248 2,900,728

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 94,333 114,994

  土地再評価差額金 734,519 734,519

  為替換算調整勘定 △60,440 △41,006

  退職給付に係る調整累計額 △117,271 △108,683

  その他の包括利益累計額合計 651,141 699,823

 純資産合計 3,571,389 3,600,552

負債純資産合計 11,959,417 11,862,884
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年９月30日)

売上高 3,621,315 5,005,964

売上原価 2,858,386 4,090,969

売上総利益 762,928 914,995

販売費及び一般管理費 ※  701,428 ※  746,140

営業利益 61,500 168,854

営業外収益   

 受取利息 1,465 1,171

 受取配当金 5,254 4,741

 為替差益 － 23,671

 補助金収入 10,000 －

 その他 13,672 17,077

 営業外収益合計 30,391 46,661

営業外費用   

 支払利息 11,147 15,370

 為替差損 87,651 －

 操業準備費用 － 66,025

 製品補償損失 48,087 －

 その他 6,385 31,234

 営業外費用合計 153,272 112,630

経常利益又は経常損失（△） △61,379 102,885

特別利益   

 投資有価証券売却益 － 0

 特別利益合計 － 0

特別損失   

 固定資産除却損 5,473 10,868

 事業構造改善費用 － 36,025

 特別損失合計 5,473 46,893

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△66,853 55,992

法人税、住民税及び事業税 13,128 16,164

法人税等調整額 △28,226 11,756

法人税等合計 △15,098 27,921

四半期純利益又は四半期純損失（△） △51,755 28,070

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主
に帰属する四半期純損失（△）

△51,755 28,070
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年９月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △51,755 28,070

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △3,485 20,661

 為替換算調整勘定 △141,706 19,433

 退職給付に係る調整額 11,178 8,587

 その他の包括利益合計 △134,013 48,682

四半期包括利益 △185,768 76,753

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 △185,768 76,753
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 
税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△66,853 55,992

 減価償却費 168,900 217,341

 賞与引当金の増減額（△は減少） △43,474 4,311

 貸倒引当金の増減額（△は減少） 63 △0

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 43,835 △29,055

 役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 3,896 △2,166

 事業整理損失引当金の増減額（△は減少） － △144,664

 受取利息及び受取配当金 △6,719 △5,913

 補助金収入 △10,000 －

 支払利息 11,147 15,370

 有形固定資産除却損 5,473 10,868

 製品補償損失 48,087 －

 売上債権の増減額（△は増加） △210,518 △272,497

 たな卸資産の増減額（△は増加） 5,718 △42,262

 仕入債務の増減額（△は減少） 142,143 △17,472

 その他 33,195 △46,634

 小計 124,895 △256,781

 利息及び配当金の受取額 6,719 5,913

 利息の支払額 △13,273 △15,763

 補助金の受取額 10,000 －

 助成金の受取額 － 112,033

 製品補償損失の支払額 △29,949 －

 法人税等の支払額 △26,519 △48,760

 営業活動によるキャッシュ・フロー 71,872 △203,360

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形固定資産の取得による支出 △359,742 △901,790

 固定資産の除却による支出 △4,800 －

 投資有価証券の売却による収入 － 1

 投資有価証券の取得による支出 △791 △573

 繰延資産の取得による支出 △18,597 －

 その他 △10,769 △11,365

 投資活動によるキャッシュ・フロー △394,701 △913,728

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） 79,287 △31,476

 長期借入れによる収入 418,000 452,870

 長期借入金の返済による支出 △311,138 △273,683

 社債の償還による支出 △22,500 －

 自己株式の取得による支出 △91 △574

 配当金の支払額 △46,061 △47,595

 セール・アンド・リースバックによる収入 107,372 －

 リース債務の返済による支出 △27,252 △30,728

 財務活動によるキャッシュ・フロー 197,615 68,812

現金及び現金同等物に係る換算差額 △49,241 1,019

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △174,454 △1,047,256

現金及び現金同等物の期首残高 1,616,134 2,558,710

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  1,441,680 ※  1,511,454
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【注記事項】

(会計方針の変更)

(在外子会社等の収益及び費用の換算方法の変更)

在外子会社等の収益及び費用については、従来、決算日の直物為替相場により円貨に換算しておりましたが、

第１四半期連結会計期間より期中平均為替相場により円貨に換算する方法に変更しております。この変更は、在

外子会社等の重要性及び昨今の著しい為替変動に鑑み、一時的な為替相場の変動による期間損益への影響を平均

化し、連結累計期間を通じて発生する損益をより適切に連結財務諸表に反映させるために行ったものでありま

す。

当該会計方針の変更は遡及適用され、前第２四半期連結累計期間については遡及適用後の四半期連結財務諸表

となっております。

この結果、遡及適用を行う前と比べて、前第２四半期連結累計期間の売上高が35,929千円、営業利益が16,161

千円それぞれ増加し、経常損失及び税金等調整前四半期純損失が862千円それぞれ減少しております。なお、遡及

適用後の前第２四半期連結累計期間１株当たり四半期純損失金額は0.03円減少しております。

また前連結会計年度の期首の純資産に累積的影響額が反映されたことにより、利益剰余金の前期首残高は3,668

千円増加し、為替換算調整勘定の期首残高が同額減少しております。

 
(四半期連結貸借対照表関係)

※１　受取手形割引高
 

 
前連結会計年度

（平成29年３月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成29年９月30日）

受取手形割引高 11,136 千円 ― 千円

電子記録債権割引高 83,821 千円 ― 千円
 

 
※２　当第２四半期連結会計期間末日は金融機関の休日でしたが、満期日に決済が行われたものとして処理してお

ります。当第２四半期連結会計期間末日残高から除かれている四半期連結会計期間末日満期手形等は、次のとおり

であります。
　

 
前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

受取手形 ―　千円 3,882千円

電子記録債権 ―　千円 47,739千円

支払手形 ―　千円 3,146千円

電子記録債務 ―　千円 35,261千円
 

 

※３ 当座貸越契約

当社及び連結子会社（会津コスモス電機㈱、中津コスモス電機㈱）においては、運転資金の効率的な調達を行う

ため三菱東京UFJ銀行他６行と当座貸越契約を締結しております。これらの契約に基づく当第２四半期連結会計期間

の借入未実行残高は次のとおりであります。
 

 
前連結会計年度

（平成29年３月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成29年９月30日）

当座貸越極度額の総額 1,839,000 千円 1,724,000 千円

借入実行残高 1,216,628 千円 1,149,408 千円

差引額 622,372 千円 574,592 千円
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(四半期連結損益計算書関係)

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。
　

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
 至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
 至 平成29年９月30日)

給料手当及び賞与 280,712 千円 298,076 千円

賞与引当金繰入額 17,524 千円 37,596 千円

退職給付費用 31,377 千円 29,530 千円

役員退職慰労引当金繰入額 4,846 千円 5,664 千円

貸倒引当金繰入額 63 千円 △0 千円

     
 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は次のとお

りであります。
　

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
 至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
 至 平成29年９月30日)

現金及び預金勘定  1,518,240 千円 1,582,546千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △76,560 千円 △71,092千円

現金及び現金同等物  1,441,680 千円 1,511,454千円
 

 
(株主資本等関係)

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日）

１  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年6月24日
定時株主総会

普通株式 47,035 3.00 平成28年３月31日 平成28年６月27日 利益剰余金
 

　

２  基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日後

となるもの

該当事項はありません。

　

３  株主資本の著しい変動

該当事項はありません。

　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日）

１  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年6月27日
定時株主総会

普通株式 47,016 3.00 平成29年３月31日 平成29年６月28日 利益剰余金
 

　

２  基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日後

となるもの

該当事項はありません。

　

３  株主資本の著しい変動

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日）

１  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

 
報告セグメント

その他
(注)1

合計
調整額
(注)2

四半期連結
損益計算書
計上額可変抵抗器

車載用電装
部品

計

売上高        

  外部顧客への売上高 1,863,656 1,591,180 3,454,836 166,478 3,621,315 ― 3,621,315

  セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― ― ― ― ― ―

計 1,863,656 1,591,180 3,454,836 166,478 3,621,315 ― 3,621,315

セグメント利益 273,209 77,973 351,182 22,440 373,623 △312,123 61,500
 

(注)　１ その他の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、混成集積回路、生産設備・金型、

各種スイッチ等の事業を含んでおります。

２ セグメント利益の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用312,123千円であります。

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
　
２  報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
　
Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日）

１  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

 
報告セグメント

その他
(注)1

合計
調整額
(注)2

四半期連結
損益計算書
計上額可変抵抗器

車載用電装
部品

計

売上高        

  外部顧客への売上高 1,988,276 2,821,302 4,809,579 196,385 5,005,964 ― 5,005,964

  セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― ― ― ― ― ―

計 1,988,276 2,821,302 4,809,579 196,385 5,005,964 ― 5,005,964

セグメント利益 291,713 140,059 431,773 45,245 477,018 △308,163 168,854
 

(注)　１ その他の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、混成集積回路、生産設備・金型、

各種スイッチ等の事業を含んでおります。

２ セグメント利益の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用308,163千円であります。

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
　
２  報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
　　
３ 報告セグメントの変更等に関する事項

（在外子会社等の収益及び費用の換算方法の変更）

「会計方針の変更」に記載のとおり、在外子会社等の収益及び費用は、従来、決算日の直物為替相場により円

貨に換算しておりましたが、第１四半期連結会計期間より期中平均為替相場により円貨に換算する方法に変更し

ております。

　この変更に伴い、報告セグメントごとの売上高及び利益の金額の算定方法を変更し、前第２四半期連結累計期

間については、遡及適用後の「報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報」となってお

ります。

　この結果、遡及適用を行う前と比べて、前第２四半期連結累計期間の売上高は、可変抵抗器関連は25,713千

円、車載用電装部品関連は10,192千円、その他は23千円それぞれ増加しております。また、セグメント利益は、

可変抵抗器関連は10,186千円、車載用電装部品関連は7,813千円、その他は128千円それぞれ増加しております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
 至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
 至 平成29年９月30日)

 １株当たり四半期純利益金額
 又は四半期純損失金額(△)

△3.30 1.79

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額
又は親会社株主に帰属する四半期純損失金額
(△)(千円)

△51,755 28,070

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期
純利益金額又は親会社株主に帰属する四半期
純損失金額(△)(千円)

△51,755 28,070

普通株式の期中平均株式数(千株) 15,677 15,671
 

（注）１　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

２　「会計方針の変更」に記載のとおり、当第２四半期連結累計期間における会計方針の変更は遡及適用さ

れ、前第２四半期連結累計期間は遡及適用後の四半期連結財務諸表となっております。

 
(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 
２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
　

平成29年11月14日

東京コスモス電機株式会社

取締役会  御中

 

　　　藍監査法人
 

指 　定　 社 　員  
公認会計士　古　 谷   義  雄

業 務 執 行 社 員  
 

　

指 　定　 社 　員  
公認会計士　関 　端　　京 　夫

業 務 執 行 社 員  
 

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている東京コスモス電

機株式会社の平成29年４月１日から平成30年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成29年７月１

日から平成29年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成29年４月１日から平成29年９月30日まで）に係る四

半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連

結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、東京コスモス電機株式会社及び連結子会社の平成29年９月30日現

在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に

表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。
２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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